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１．まえがき 

南海トラフ巨大地震を対象とした強震動予測(図-1 参

照)は，地域メッシュ(概ね第三次)ごとに行われ，その予

測結果が公開 1)されている．一方で，著者ら 2)による近

年の先行研究では，地盤震動特性の差異に主に起因して，

近接する強震観測点同士で得られた記録に基づく地震動

指標値に有意な差異が生じていることが確認されている．

本稿では，南海トラフ巨大地震による同一地域メッシュ

内での強震動の高密度予測を将来的に行うための基礎的

検討として，徳島県三好市街地中心部が該当する地域メ

ッシュ(5133-0634)内もしくはその近傍に位置する既存

強震観測点(以後，対象 4 観測点と呼ぶ：図-2 参照)にお

けるサイト増幅特性を評価した結果について報告する． 

２．サイト増幅特性の評価 
 図-3 に対象 4 観測点におけるサイト増幅特性(地震基

盤～地表)の比較を示す．対象 4 観測点におけるサイト増

幅特性は，各観測点と K-NET 池田で同時に得られた中小

地震観測記録を対象に，伝播経路特性 3),4)の違いを考慮

したフーリエスペクトルの比率(各観測点／K-NET 池

田)を各々の地震記録に対してそれぞれ計算し，この比率

(各地震記録による平均)を K-NET 池田における既存の

サイト増幅特性 5)に掛け合わせることによって算定した． 
図-3 に示すように，サイト増幅特性の特徴(ピーク周

波数やスペクトル形状)は，対象地域メッシュ内とその周

辺において一様であるとは言い難く，南海トラフ巨大地

震時に対象地域メッシュ内の各々の任意地点に作用する

強震動の特性にもバラツキが生じることが予想される． 
３．地盤・地形・地質・土壌等による区分との関係性 
 図-2・図-4～図-11 は，①新旧地形図 6)，②表層地盤特

性 7)，③地質 8),9)，④地形 9)，⑤土壌 9)による分類に対し

て，対象 4 観測点の位置情報を重ね合せたものである．

図-3 と図-2・図-4～図-11 を比較すると，本稿での各種

分類図の中で明らかな関係性を示すものは確認できない． 
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図-1 南海トラフ巨大地震の震源域と徳島県三好市街地 
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図-2 三好市街地中心部の対象地域メッシュ(5133-0634)6) 
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図-3 サイト増幅特性(地震基盤～地表)の比較 
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図-4 既存強震観測点の分布(旧・地形図)                    図-5 既存強震観測点の分布(J-SHIS：地盤増幅率)7) 
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図-6 既存強震観測点の分布(J-SHIS：AVS30)7)                 図-7 既存強震観測点の分布(J-SHIS：微地形区分)7) 
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図-8 既存強震観測点の分布(産総研地質図)8)                     図-9 既存強震観測点の分布(表層地質図)9) 
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図-10 既存強震観測点の分布(地形分類図)9)                       図-11 既存強震観測点の分布(土壌図)9) 
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